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岡
有
儒
…
仰
の
展
開
と
仏
教
悪
（
容
（
高
取
）

　
　
　
　
　
　
　
②

た
と
，
い
わ
れ
る
太
子
は
、
飛
鳥
貴
族
の
信
仰
を
如
実
に
代
表
し
て
い

る
の
ぞ
は
な
か
ろ
う
か
。
当
代
に
あ
っ
て
は
、
現
当
二
世
の
安
楽
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

約
束
し
て
く
れ
る
仏
は
、
　
「
仏
神
者
恐
者
ニ
ア
リ
ケ
リ
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
強
烈
な
霊
威
力
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
六
二

四
年
に
既
に
僧
…
綱
を
設
け
、
自
己
の
も
と
に
僧
団
を
編
成
し
つ
つ
、
藩
…

々
と
地
上
の
権
威
を
整
備
し
て
行
っ
た
天
豊
が
、
大
化
改
新
を
な
し

　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
げ
た
と
き
、
蒙
永
博
士
の
説
か
れ
る
仏
法
の
第
一
次
衰
退
期
に
入

っ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
族
長
貴
族
た
ち
は
確
立
さ
れ
た

律
令
的
古
代
天
皇
制
の
も
と
に
宮
僚
貴
族
と
し
て
自
ら
の
地
位
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

幽
し
門
天
御
中
主
神
以
下
の
優
れ
て
理
念
的
な
神
々
を
頂
点
に
置
き
、

そ
れ
故
に
国
土
山
川
全
て
を
包
摂
し
う
る
よ
う
記
紀
神
統
譜
の
最
後

的
改
編
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
江
薮
り
に
自
己
の
権
威
と
主
導
権

を
確
認
し
た
彼
等
に
と
っ
て
、
仏
法
も
ま
た
彼
等
の
世
界
の
守
護
者

と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
官
寺
仏
教
と
し
て
姿
を
と
と
の
え
て
行
っ
た
の

で
あ
る
。
従
っ
て
逆
に
い
え
ば
、
推
古
朝
前
後
の
仏
法
興
隆
は
、
自
ら

を
律
令
制
下
の
官
僚
貴
族
に
転
化
さ
す
か
し
な
い
か
の
竿
頭
に
立
た

さ
れ
た
、
族
長
貴
族
た
ち
の
苦
悩
の
側
薗
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

①
　
策
寿
国
曼
茶
羅
織
帳

＠＠＠⑤

一
六

姉
整
正
治
博
士
内
聖
徳
太
子
の
大
士
理
想

元
興
寺
伽
藍
縁
起

家
永
三
郎
博
士
、
飛
鳥
寧
楽
朝
に
於
け
る
仏
法
興
隆
運
動
（
上
代
仏
教

田
田
制
心
珈
処
㍑
朔
究
）

津
由
左
宕
吉
博
士
、
日
本
古
典
の
研
究
上

史
学
研
究
会
例
会

時
　
四
月
廿
闘
臼
（
土
）
午
後
一
時

場
　
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）

講
師
並
に
演
題

　
地
域
研
究
に
お
け
る
二
、
三
の
方
向

　
中
央
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
と
農
耕
民

岩
田
慶
治
臨

書
　
田
　
明
氏
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Ω
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吐
昏
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。
♪
ミ
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ミ
、
亀
向
、
ミ
、
戚
、
こ
ミ
ミ
．
閏
①
｝
舟
義
℃
H
O
c
④
◎
や
q
o
σ
刈
．

穿
ヘ
ミ
，
亀
ミ
～
、
靴
鳶
ミ
ミ
ミ
ミ
碧
N
ミ
舞
Q
e
p
ぼ
9
『
一
〇
G
O
Q
9
窯
。
■
b
3
謄
や
器
U
．

一
．
＜
’
Ω
p
燧
ジ
㌔
寒
ミ
鳶
寄
孚
・
・
悼
・
ミ
マ
．
き
、
時
ρ
三
碧
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静
”
一
¢
卜
。
Q
。
”

×
×
＜
剛
H
℃
窯
）
・
悉
G
G
～
ミ
Φ
．

二
一
稿
「
三
園
一
時
代
に
お
け
る
呉
の
対
南
…
策
」
（
『
賞
　
洋
の
政
治
経
済
』
東

京
、
一
詮
ρ
署
．
誌
O
～
誌
一
．
）

♂、

級
ｵ
9
熱
9
§
馬
き
寒
§
砺
馬
、
寒
雲
ミ
ミ
ミ
、
ぎ
巳
8
レ
¢
8
隔

く
。
押
ど
ワ
①
回
も
匿
回
●

竃
p
互
饒
集
⑦
5
愚
．
無
、
。
労
●
ρ
銀
p
冒
彰
臼
さ
領
ミ
㌧
§
、
㌧
ミ
凝
ミ
畑
9
㍉
黛

ミ
亀
ミ
、
ミ
§
雪
曇
％
、
．
＜
o
一
●
剥
寒
§
ミ
3
ピ
暮
。
β
一
①
b
σ
メ
7
x
一
●

〔
甲
■
0
8
伽
辞
　
』
舞
　
、
ミ
誉
ミ
逗
へ
尋
、
へ
“
急
も
　
へ
～
、
＼
ミ
誉
ヘ
ミ
、
ミ
　
ミ
　
賊
、
辱
馬
ミ
、
、
鞠
轟

　
　
　
　
”

℃
p
「
グ
お
似
G
G
も
●
α
メ

　
な
お
荻
原
弘
明
氏
「
朱
江
国
考
」
　
（
鹿
児
島
大
学
『
文
科
報
告
』
第

一
暑
、
　
一
¢
q
悼
鳩
唱
。
q
凶
．
）
　
の
う
ψ
り
に
も
、
　
ま
“
に
イ
ン
ド
の
チ
ャ
　
ム
。
ハ
苫
と

東
方
諸
国
と
の
閥
係
を
考
え
る
上
に
、
役
立
つ
竜
の
が
な
い
で
は
な
い
。

拙
縮
…
「
イ
ン
ド
シ
ナ
士
H
代
社
会
の
史
的
性
絡
脚
」
　
（
『
東
洋
の
社
会
』
東

京
、
一
三
Q
Q
℃
踏
）
．
c
。
○
○
～
富
ρ
）

前
掲
拙
稿
「
三
国
時
代
に
お
け
る
呉
の
対
南
策
」
　
（
『
東
洋
の
政
治
経

済
』
℃
℃
・
δ
O
～
一
門
。
）

6
9
象
い
鴇
魁
、
．
紅
、
’

『
広
島
大
単
文
学
部
紀
要
』
第
四
号
、
一
¢
U
Q
σ
．

『
三
正
綜
覧
』
に
は
、
こ
れ
ま
で
気
付
い
た
だ
け
で
も
、
若
干
の
誤
が

あ
る
の
で
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
い
っ
か
こ
れ
を
再
給
婁
旨
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

．
チ
ャ
ム
パ
の
名
に
探
る
（
杉
本
）

　
　
　
「
史
林
」
隔
月
刊
の
実
施
に
あ
た
っ
て

　
前
号
で
も
お
伝
え
致
し
康
し
た
よ
う
に
、
当
会
で
は
「
史
林
し
隔
月
刊

実
施
の
た
め
、
鋭
意
そ
の
準
備
を
す
す
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
ヨ
の
評

議
委
員
会
の
結
果
正
式
に
そ
の
実
施
を
決
定
致
し
ま
し
た
。
戦
後
の
社
会

的
変
動
の
中
に
、
学
術
雑
誌
の
刊
行
は
極
め
て
困
難
な
状
態
に
追
い
込
ま

れ
、
停
刊
の
や
む
な
き
に
歪
る
も
の
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
「
史
林
」
が
細
々
と
は
言
い
条
、
刊
行
を
継
続
す
る
事
が
で

．
き
、
玄
た
こ
こ
に
隔
月
刊
実
施
を
高
ら
か
に
発
表
し
得
る
嘉
を
む
か
え
得

ま
し
た
事
は
、
ひ
と
え
に
会
員
諸
賢
の
絶
大
な
御
支
援
の
賜
物
で
あ
り
ま

す
。
最
近
斯
学
の
著
し
い
発
展
は
、
最
早
会
誌
の
季
刊
を
以
て
し
て
は
、

諸
賢
の
御
要
望
に
副
い
得
ぬ
こ
と
を
痛
感
し
て
を
り
ま
し
た
が
、
此
処
に

そ
の
責
任
の
ド
部
を
果
し
得
た
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
史
学
、

地
理
掌
、
考
古
掌
の
諸
分
野
に
ま
た
が
る
綜
合
学
術
誌
と
し
て
の
俵
統
を

継
承
す
る
と
共
に
、
薪
な
る
時
代
の
要
請
に
懐
い
、
斯
学
の
学
術
的
水
準

を
高
め
、
且
そ
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、
　
「
史
林
」
は
真
に
会
員
諸
賢
の

会
誌
と
し
て
、
前
進
し
て
行
き
度
く
存
じ
て
唐
り
ま
す
。
こ
の
時
に
当
り
、

今
後
の
御
支
援
と
御
三
燵
を
庶
幾
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
昭
和
昔
九
年
三
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

三
七
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神
仏
閾
係
の
一
考
察
（
照
村
）

團
右
『
懲
諭
弁
惑
章
』
一
。
同
右
第
三
、
三
八
三
頁
。

『
日
本
霊
異
記
』
下
、

『
類
聚
國
史
』
廿
五
、
追
号
天
皇
。

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
十
一
月
丙
寅
条
。

『
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
八
月
廿
八
日
条
。

『
守
護
国
界
章
』
下
ノ
下
、
　
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
二
、

会
員
移
動

款
入
会

恥

一
願
嗣
鮒

…
西
藩
次

…
・
・
垂
・
・

～ボ
塾
更

…
伊
藤
恒

～
岩
見
　
宏

財

六
八
○
頁
。

阿
部
　
猛
　
東

瓢鱒

?
正
宏
　
　

国
際
キ
リ
ス
ト
数

傷
。

o
o

＠＠＠＠

四
八

『
一
心
戒
丈
』
上
、
圃
右
第
一
、
五
三
三
頁
。

『
議
仁
｝
土
護
關
国
般
若
波
羅
密
経
』
　
上
、
　
撒
二
上
第
q
m
悶
、
　
山
脚
山
県
｝
貝
．
、

字
井
伯
野
『
仏
教
汎
論
』
下
、
三
〇
五
頁
。

『
長
講
法
鞭
経
後
悪
難
願
文
』
下
、
　
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
四
、

○
頁
，

大
野
真
弓

大
庭
　
修

小
沢
栄
一

小
野
三
沙
子

黒
田
俊
雄

鯖
田
豊
之

篠
崎
　
勝

鈴
木
　
俊

辰
馬
悦
蔵

鶴
田
義
郎

鳥
山
三
一

間
野
潜
龍

三
書
　
希

山
本
隆
義

二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～ハ…

欝～…　｝ハ㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ



　
二
月
コ
五
聖
（
木
）

　
天
工
開
物
と
ス
タ
y
ス
ラ
ス
・
ジ
ユ
リ
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籔
内
清

　
　
西
洋
史
関
係

読
書
会
例
会

　
十
工
月
七
日
（
月
）
陳
列
館
会
議
窒

　
山
回
嚢
雛
§
聲
鳥
夢
¢
〉
唆
p
篇
琶
日
、
写
照
三
§
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
川
畏
一

　
竃
．
U
o
こ
ご
．
も
謄
停
費
富
ぎ
一
一
6
0
⑦
＜
。
δ
響
6
纂
。
剛

　
9
冨
p
ま
営
ワ
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
滋

読
点
会
例
会

　
十
一
御
中
十
山
ハ
臼
（
水
）
陳
列
館
ム
筑
議
山
至

　
凱
●
嘱
話
三
焦
。
民
『
〆
ぎ
噸
一
十
）
§
飾
O
o
禽
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
茂

　
戸
ρ
困
．
（
ご
籠
簑
”
、
剛
、
｝
δ
｝
の
錠
ぞ
顕
ぎ
蔓
。
囲

　
Ω
套
蕊
齢
竃
。
蚕
灘
葺
．
　
　
　
　
　
寓
本
　
康
哉

　
圖
ハ
．
譲
ρ
3
N
鮨
◎
窪
準
〇
三
窪
四
お
＝
消
費
　
〉
嘆
碧
σ
q
？

血
。
竃
。
剛
詳
。
鳥
窪
㈹
o
「
ヨ
p
冨
ぎ
剛
お
ロ
累
）
乙
。
霧
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
幹
雄

　
　
地
理
学
関
係

入
文
地
理
掌
会
第
四
圃
例
会
　
二
月
二
十
日
（
土
）

　
於
京
都
学
芸
大
学
紫
郊
会
鑓

　
尾
根
起
伏
の
計
測
に
よ
る
丹
波
跡
地
の
面
の
吟

　
　
　
　
学
　
界
　
消
息

　
昧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
山
高
幸

　
塊
誌
叙
述
の
方
法
に
つ
い
て
　
　

辻
田
右
左
男

　
　
彰
賓
学
関
係

梅
原
教
授
の
帰
国

　
昨
秋
パ
リ
の
國
際
東
洋
町
会
に
出
席
さ
れ
た
梅
原

　
教
授
は
、
イ
ギ
リ
ス
。
ア
メ
リ
カ
を
視
察
の
後
、

　
一
百
一
一
三
田
帰
国
さ
れ
た
。

　
　
京
大
昆
俗
挙
会
例
会

（
昭
和
二
八
年
慶
）

四
月
一
ゴ
八
口
M
（
火
）
後
山
ハ
・
一
二
〇
－
九
。
○
○
於
同
一

　
友
会
驚

　
能
登
の
田
ノ
神
祭
に
つ
い
て
　
　
　
平
山
敏
治
郎

　
伝
承
に
お
け
る
神
職
家
の
権
能
　
　
池
田
　
源
太

六
月
三
十
日
（
火
）
後
六
・
三
〇
一
九
・
○
○
於
楽

　
友
会
餓

　
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
の
フ
レ
ィ
ザ
ー
評
伝
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
栄
吉

　
古
墳
時
代
の
葬
制
…
に
つ
い
て
　
　
　
小
林
　
行
雄

十
月
十
三
臼
（
火
）
後
六
・
三
〇
i
九
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